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序

スポーツの社会機能や人関形成機能に注目し， rスポーツは社会に融和と秩
序と慰安をもたらす」とするスポーツ観は，吉くから存在した.しかし，スポ

ーツのそうした機能を集約した「スポーツマンシップ」が，倫理的なイデオロ

ギーとして成長を遂げ始めたのは， 19世紀になってからのことであった.従

って， rスポーツマンシップjとは，本質的に「近代スポーツマンシップ」な
のであった.

19世紀中葉のイギリスにおいて， I日来のキリスト教的な身体観や遊戯観を

超えてスポーツやゲームを擁護しようとする f筋肉的キリスト教jムーヴメン

トの脹種は， 1850年代に，はっきりとパブリックスクールに着床した.グレ

ートパブリックスクールという有名校を越えて，新設されたパブワックスクー

ルでも，ほとんど一様に，興隆しつつあった「アスレテイスズム」を正当化す

る言説を開発し，スポーツとゲームを学校教育の無視し得ぬ領域に位置づけた

のであった.

ラドレー校 (1847年設立)のシーウェル校長 (W.Sewe1l)は， 1858年に次

のように生徒逮に熱く語りかけていた.r君たちのゲームは， (1二1=1111各)君たちの
肉体だけでなく魂の試練であり訓練である.それらは神の鍛錬なのである」と

し， rキリスト教徒の目からすると，君たちの対抗し合うゲームは極めて重要
であり，神聖であり，尊厳のあるものなのである.それらは私にしてみると，

宗教的な崇拝に匹敵するものである.それらなくして，また，このような競い

合いを，それゆえに人生の大きな競争の中で，しっかりと自らを行動させるよ

うに教えられていないと，君-たちの教育は偏った不完全なものとなろう.その

ような教育は無用であるJl)と説教するようになっていた.

ソーシャル・ダーウイニズムの思潮を背景に，ゲームやスポーツは，競争，

闘争，戦闘，戦争というアナロジーで捉えられ， r適者」ゃ「強者」を産み/3j
す教育的・文化的装誼である「ナショナル・ゲームJと白されるようになり始
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めた.r (ゲームのもたらす)関争ーこそがエネルギー，忍ITut，持久力，勇気， 目
敏い観察，実行の敏速さ，警戒，機転，照至IJさといった最も男にとって必要な，

そしてまた最も間体によって希求される精神と肉体のあらゆる能力を引き出す

のである.このことが，なぜクリケットはフットボールよりも高貴であるのか

の理由である.クリケットがこのような徳や能力を行使するがゆえに，特にナ

ショナル・ゲームとされるのである.イギリスのパブリックスクールは，必ず

やクリケットに卓越しているものなのである.J 2) 

ハースピアポイント校 (1849年設立)でも，生徒達は， 1858年の校友会誌

で，ゲームを次のように捉えていた.r機敏さと決断力，観察の早さ，環境へ
の適応力，常識，マンリーな野心，冒険的精神，これらすべてはそれらを常に

実行することによって習'演となり，練り上げられる. (中Il帝)そしてここでは，

忍耐力が育まれ，洞察力と確実な~良力，足の速さ， sEl力，エネルギーといった

すべてのものが，健全な競争の精子1]1の影響のもとで十全なものとなる.一方，

学校という小世界の中の対立は徐々に消失し，性格やマナーの特異性を和らげ，

生徒達をより大きな世界に適するようにして送り出すのである.J 3) 

スポーツマンシップ・イデ、オロギーの発生と成長は，明らかにパブリックス

クールのスポーツやゲームの実践と関係があった.言葉を換えれば， 19世紀

におけるイギリス帝国主義の拡張を背景にしたパブリックスクールにおけるア

スレティシズム(運動競技礼賛)の興隆と，その「スポーツ教育」化という動

向と関係があった.rスポーツマンシップjは，次第に，単にミリタントな男
性資質を表現するだけでなく， rジェントルマンシップ」とならんで，あらゆ
る人間の極性を糾合するキ一概念となり始めた.

「スポーツマンシップ」という概念は，rフェアプレーJ，rアマチュアリズムJ，
「敢闘精神j，r団体精神j，r名誉心j，r向上心」という理念や徳性，つまり，
人間の高潔な倫理と公正さ，利害を超える非物質的な美意識と遊戯精神，闘争

心と友情，集団MJ・組織的・社会的規律への遵法，名誉を求めて岳己を高めよ

うとする挑戦，といった多様な理念や徳性，動機や行為を包摂するものとなり

始めた.そこに包摂される要素が互いに対立や矛盾を抱えていても， rスポー
ツマンシップjは，高潔な道徳的資質を表示する最も利便性の高いキャッチオ

ール概念として，そしてまた市民的道徳の代名詞として目覚しいイデオロギー
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的成長を遂げたのであった.それは，様々な思惑を超えて，スポーツをするこ

と自体が「徳行」となり得るのだ， という理想主義的な信念を表明し始めたの

であった.その意味で， Iスポーツマンシップjは，その語源、学的な実証性を

離れて， 19世紀になって成長を遂げたアスレテイシズムとパブリックスクー

ルの道徳的情熱によって産み出された，思想史上の新造諾なのであった.

1960年，イギリスのコミュニティースポーツを計画したウオ Jレブェンデン

委員会の報告書である fスポーツとコミュニティ~j (storf and the Communi聞

か)は，スポーツを地域社会に普及するにあたって， I若い男女に奨励するこ

とが大切な冒険心，協力，自立心，勇気，忍耐という資質J4) を発達させるこ

とを望んでいた.翌年にこの報告書が上院で、議論された折りにも，キルマー伯

爵 CViscountKi.lmuir)は，スポーツは「勇気，忍耐，自己鍛錬，決断力，自

立心といった，かくも貴重な資質を発達させる.J 5) と発言し，スポーツが人

関形成に果たす役割を強調した.

1977年，イギリスの下院では，スポーツの社会統合機能に注目した 13

を終えると，スポーツはわれわれの社会を一つにする要素となる.われわれの

政治，宗教，人種が何であれ，スポーツはわれわれを一つにする.J G) という

発言がなされた.少なくとも 1970年代頃まで， Iスポーツマンシップjは，

人々を高潔にし，社会に融和をもたらすような理念として，また共同幻想とし

て，人々を呪縛する能力を宿していたといえよう.

しかし，今臼， Iスポーツマンシッブ」は，逆に，人々の意識と行動を既存

の社会やi芸家の秩序に}IJ真誌させ，社会秩序に向けて人々を動員する保守的イデ

オロギーとして機能した，という根強い批判と不信を向けられている.そうし

たイデオロギーに対する批判からか，今日， IスポーツマンシップJという

葉は，ネガテイヴでナイーヴなニュアンスを帯びている.その言一葉を言うこと

も，開くことも気恥ずかしい，という人々が結構多いのではないかと思う.そ

の気恥ずかしい感覚に加えて，今日，スポーツマンシップのイデオロギー性が

自明化し，道徳形成のための信奉の対象として，ほほ完全に機能不全に陥って

いると感じている者も少なくないであろう.結果として，今13，Iスポーツマ

ンシップ」という用語は，時代遅れで，やや古風な言葉として，ょうやく命脈

を保っているというのが真実であろう.
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本書も， 21世紀に突入した今や，スポ}ツを取り巻く環境が劇的に変化し

たことから， rスポーツマンシップJは，もはや個人の人格や道徳資質の向上
を誘うキャッチフレーズではなくなり始めているという認識に立脚する.20 

世紀を経る中で， r遊びJを創造してきた19世紀に発達を遂げた遊戯精神と美
意識と 1)ベラリズムが，アマチュアリズムと共に崩壊し，高業主義，マンモニ

ズム(拝金主義)，プロフェショナリズムと勝利至上主義，過剰なヒロイズム，

政治体制や国家主義や民族主義によるスポーツの政治的手段化，スポーツと軍

事の結合，労働と余暇の不調和，先進国と従属国との関にあるスポーツ配分の

不均衡，階級/人種/性差/身体障害に付随するスポーツ差別，薬物利用と暴

力，メディアによるスポーツ支配，スポーツによるエコロジー破壊等々，とい

ったスポーツを取り巻く諸問題が，迄かに「スポーツマンシップJという個人

の修養プログラムを凌駕し始めたからである.

また， 21世紀スポーツのアジェンダは，拡散するグローバリズムと消費文

化の中で，スポーツのグローパルスタンダードの模索と，未来を先取りするニ

ュー・スポーツの創造を求めている.その一方で，そのアジェンダは，伝統ス

ポーツと先住民スポーツの回復を展望している.消費文化とグローバリゼーシ

ョンの中で増殖する近代スポーツや「脱」近代スポーツと，伝統というアイデ

ンテイティへの回帰と再生を志向する民族スポーツが鼎ー立しつつ共存している

といってよい.今日，スポーツは，地域，国家，民族を超えて享受/共有でき

るようなグローパルスタンダードを構築しつつも，ポスト・コロニアルな多元

主義の台頭の中で，未だ共生すべき地平を見出せないでいる.果たして， 21 

世紀には， 20世紀的なスポーツのインターナショナリズムの綻びを縫合する

ような，スポーツの「多元的グローパリゼーション」と i共生jをもたらすこ

とができるのであろうか，またそのことを可能にするような「スポーツマンシ

ツプJを生み出すことができるのであろうか.

本書は，もちろん，こうしたスポーツの現代問題に対して有効な解答を提起

しようとすることを直接的に意図しているものではない.しかし，スポーツを

愛好するスポーツマンとスポーツウーマンは増加しつづけ，世界の各国や地域

で，世界規模で， rスポーツの時代」が到来している.今日，われわれの「ス
ポーツJを取り巻いているすべての問題は，われわれがいかに「多元的グロー
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ノ'¥1)ゼーションjと「共生jを可能にするような「人間J的存在として，また

「人類」の一員として存在し得るのか，という問題と深く関わっているように

思われる.即ち， 1:近代スポーツマンシップjをどのように脱嬬築できるのか

に懸かっているといえよう.

本書が，もし，一つの役割を持てるとすれば， IスポーツマンシップJムー

ヴメントをもたらした19世紀的な道徳的情熱の発露を再現し， Iスポーツマン

シップjの普及と{云播を追う中で，主)i"たな「スポーツマンシップjの可能性を

秘めた版種を模索することであろう.そしてまた， 191世紀以来込められてき

たその道徳的情熱の意味を問う中で，今日のわれわれには「人l'hIJJらしさを回

復しようとし， I人間」的存在として，また「人類」の一員として，さらに，

「スポ}ツの時代j の地平を切り I~奇いて行く「スポーツマンJ としての義務と

勇気があるのだ，ということを伝えることであろう.

本語:は， 18世紀~19世紀にかけてイギワスで近代化を遂げ始めた「近代ス

ポーツjと，その形成を支えた精神に注目し， IスポーツマンシップJという

概念に変更を加えた道線的情熱の姿を明るみに出そうと試みるものである.第

一編で「スポーツjと「スポーツマンシップ」の概念変容を明らかにし，この

言葉に倫理的ニュアンスが加わる時期を特定する.次いで第二編で，イギリス

近代スポーツの形成を概観した後，その形成に関与した幾つかの出来事や思想

に垣間見られる「精神Jに注目する.この場合，精神とは， Iエトスjであり，

近代スポーツの無限定で無j京別な形成や自然的成長を許容しない，手1::物質的な

ものを含む拘束性のことである.ここでは特に，ラグビー校のアーノルド校長

のスポーツ教育，ウインチェスター校のモパリー校長のアスレティシズムに対

する干渉，クラレンドン委員会のパブリックスクールに関する報告書，そして

ラグピー校におけるウィリアム・ウェッブ・エリスの神話化を取り上げる.第

三編では，近代スポーツマンシップの匪種をもたらした「筋肉的キリスト教j

に注目し，キングズリとヒューズの作品群に見られるスポーツマンシップを解

読して行く.第四編では，イギリスのスポーツマンシップの伝播を追い，近代

オリンピックの創始者であるクーベルタンの「オワンピズム」への接続と，イ

ギリスのお雇い外国人教師であるストレンジの影響の下で，イギリス的スポー

ツマンシップを日本的な変種に育て上げた武田千代三郎の f競技道」に注目し
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てゆく.

ここに掲げたすべての論考は，すでに発表したものである.幾分か手を加え

たものの，長年の!時間を経過していることから，本書の内容に一貫性が欠ける

場合もあり得ることをお許し願いたい.読者のご批判とご叱声を心から願う次

第である.

2008年12月

阿部生雄
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